
アンモニア態窒素優占茶園における 

土壌ＥＣによる無機態窒素の推定 

 

［要 約］  

硝酸態窒素に比べてアンモニア態窒素が優占して推移する土壌でも、硫酸イオンが多量 

に存在することにより、施肥時期に土壌ｐＨが上昇しない場合には、土壌ＥＣにより土壌

中無機態窒素を推定できる。  
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[背景・ねらい］  

 近年、土壌診断に基づく施肥の必要性が高まっているが、茶園では土壌が還元的な場

合、秋季や春季を中心に硝酸態窒素に比べてアンモニア態窒素が優占して推移すること

があり、土壌ＥＣが低くてもアンモニア態窒素の多い事例がしばしば認められる。そこで、Ｅ

Ｃセンサー導入時の基礎資料として、土壌ＥＣにより無機態窒素が推定可能な土壌条件を

明らかにする。  

[成果の内容・特徴］  

1. イオン間の相互作用やイオンペアの生成を考慮した有効濃度である各イオンの活動度を

逐次近似法により求めたところ、茶園土壌の土水比１：５浸出液ＥＣへの関与は、陰イオン

では硝酸、硫酸イオンが大きく、陽イオンではアンモニウムイオン、次いでカリウムイオンが

大きい。  

2. 浸出液ＥＣと無機態窒素は、直線的な関係を示す場合（Ａアンモニア態と硝酸態窒素共存、

Ｂアンモニア態窒素優占土壌、Ｃ硝酸態窒素優占土壌）と関係を示さない場合（Ｄアンモニ

ア態窒素優占土壌）の両方がある（図１）。  

3. ＥＣと無機態窒素が関係する土壌（Ａ・Ｂ）では、アンモニウムイオンと同時に浸出液中の硫

酸イオンの活動度も増加する（図２）。この硫酸イオンがＥＣの約３割と大きな割合を占める

ことが、アンモニア態窒素が多くてもＥＣと無機態窒素が関係する要因と考えられる。また、

硫酸イオンは、硫酸イオンや窒素に次いでＥＣへの関与が大きいカリウムや塩素イオンの

活動度とも比例する。  

4. ＥＣと無機態窒素の関係が明確でない土壌（Ｄ）では、アンモニウムと硫酸イオンの関係が

一定でなく、アンモニウムイオンと同時に浸出液中の重炭酸イオンの活動度が増加し（図
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２）、ｐＨも急激に高まる特徴がある。これは、非施肥時期であっても炭酸カルシウムの活

動度積に比べて土壌ｐＨが高いことから、施肥に由来する硫酸イオンの土壌中蓄積量が少

ないことが原因と考えられる（図３）。  

5. 以上の結果、アンモニア態窒素優占土壌でも、非施肥時期に土壌ｐＨが約５以下であり、

かつ施肥時期に土壌ｐＨが約７以上に上昇しない場合には、土壌ＥＣにより土壌中無機態

窒素を推定できる（図４）。  

[成果の活用面・留意点］  

1. 回帰式の傾きは土壌のイオン吸着特性の違いにより異なることが考えられるため、土壌タ

イプが異なれば、新たに式を作成することが望ましい。  

2. 推定可能土壌の判定には、イオンクロマト等の利用が考えられる。  

[具体的データ] 

 
 

 



 
 

 

 

[その他］ 
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